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概  要 

 

近年、粒子設計された機能性微粒子が増加しており、微粒子合成（造粒）技術

の重要性は益々高まっている。噴霧分解法は目的組成の原料溶液から生成した

ミストの乾燥・熱分解を連続的に行う合成方法（図-1）であり、球状で粒径の

そろった微粒子が合成でき、また２相以上からなる複合微粒子も単一プロセス

で合成可能となる。従って、本合成技術は燃料電池用電極材料等の高機能微粒

子の合成に適用可能であり、注目される技術である。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

スプレードライヤー法等、通常の微粒子合成法では粒子径が不揃いで、組成ず

れの粒子が生じやすいが、本技術ではこれらが改善されるとともに、複合微粒

子（被覆型又は分散型等）が直接合成でき、また、その微細構造制御も可能と

なる。（図-2＊）注）  ＊図-2 は関西電力㈱との共同研究の一環として実施 

本技術の 

有用性 

球状で粒子径の揃った微粒子が合成でき、また、２相以上からなる複合微粒子

も単一プロセスで合成できるため、画期的な高機能微粒子合成技術である。 

 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

適用可能製品 
本技術は燃料電池用電極材料、多孔質触媒材料、ｾﾝｻｰ材料、精密研磨用砥粒な

どの高機能微粒子の合成に適用でき、材料開発に大きく貢献できる。 
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２相以上からなる複合微粒子も単一プロセスで合成可能 

噴霧熱分解法による高機能セラミックス微粒子の合成技術 

図-1 噴霧熱分解装置の模式図 

被覆型 

分散型 

図-2 燃料電池用 NiO-SDC 複合微粒子合成 
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